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8月前線豪雨 佐賀県 被災現場視察

2019/9/1

8月27日(火)頃から、前線の活動が活発化し、九州北部で猛烈な雨が降り、28日
(水)には佐賀、福岡、長崎の各県に大雨特別警報が発表されました。
この雨により、佐賀県の六角川流域や松浦川流域などで堤防からの越水が生じ、
大きな被害を発生しました。

このため、8月30日(金) に自民党の「災害対策特別委員会」が開催され、二階俊博
幹事長やご地元の今村雅弘委員長をはじめ衆参国会議員の先生方とともに出席し、
豪雨災害の被害状況及び政府の対応状況について報告を受けました。

今回大きな被害をや発生した六角川は、私が河川計画課長時代に河川整備基本方
針の策定を担当した一級河川であり、破堤には至りませんでしたが越水や内水で
大きな浸水被害を受けており、心を痛めています。

こうした状況を受けて、9月1日(日)に急遽佐賀県を訪れ、被災現場を視察いたし
ました。

まず、訪れたのが一級河川嘉瀬川の直轄区間の堤防損傷箇所です。すでに迅速に
応急復旧がなされてました。

続いて、一級河川六角川の支川牛津川の牟田辺遊水地に伺い、遊水地として大き
な効果を発揮した状況を確認しました。

なお、随所で国土交通省のTEC-FORCEの皆さんが全国から駆けつけ、緊急調査な
どで活躍しているのを見させていただきました。心から感謝を申し上げます。

-佐賀県- 2019/9/1
１

嘉瀬川堤防



-佐賀県- 2019/9/1２

牟田辺 遊水地



続いて、鉄工所からの油流出の被害を受けた大町町に伺いました。
浸水被害を受けた順天堂病院はすでに平常の状況のように見えました。
しかし、鉄工所下流部には油の痕跡が随所に残っており、まだまだ大変な状況
でした。
現地にはボランティアの皆さんが入りはじめ、後片付けなどに汗を流しておら
れました。
油の除去では、自衛隊の皆さんが人海戦術で頑張っておられましたが、建設業
の皆さんも多数駆けつけて頑張っておられました。ぜひともこうした活動にも、
マスコミの皆さんに光を当てていただきたいものです。よろしくお願いいたし
ます。
ご案内は佐賀県建設業協会小城支部の下村会長や岡本建設社長、杵島支部の山
崎会長や佐賀県建設業協会の中島専務をはじめ副会長、各支部の支部長の皆さ
んに対応いただきました。お忙しい中、ありがとうございました。
なお、国土交通省から佐賀県の現地対策本部に派遣されている溝口水資源部長
にも大町町の現場でお会いし、現地の状況について詳しく教えていただきまし
た。感謝申し上げます。

-佐賀県- 2019/9/1
３

大町町 油被災地



-佐賀県- 2019/9/1
４

大町町 油被災地



-佐賀県- 2019/9/1

５

大町町 周辺被災地



台風15号 千葉県 被災現場視察

2019/9/26

9月9日(月)、千葉市付近に上陸した台風15号は、これまで経験したことのないような暴
風により千葉県を中心に大きな被害を与えました。

9月26日(木)、千葉県建設業協会の畔蒜会長にご案内いただき、千葉県内の被災地を視
察しました。

まず、ゴルフ練習場のネットを支える鉄骨の柱が倒壊し、近隣の住宅に大きな被害を与
えた市原市の現場に伺いました。長年使われてきたゴルフ練習場が今回の暴風で倒壊し
たもので、改めて今回の台風の猛威を思い知らされました。

-千葉県- 2019/9/26６

市原市 ゴルフ場ネット倒壊現地



続いて、東京電力の送電線の鉄塔が倒壊した君津市の現場に伺いました。
6万6千ボルトの高圧線の鉄塔が2基倒壊し、この影響で約10万世帯が停電を余儀なくさ
れたとのことです。
復旧工事を担当している東京電力パワーグリッド株式会社の担当の方から現地で説明
を受けましたが、原因については現時点では不明で解明中とのことでした。
なお、鉄塔付近の杉林ではおびただしい数の杉の木が途中で折れてしまっており、暴風
の猛威を改めて思い知らされました。

-千葉県- 2019/9/26７

君津市 高圧鉄塔倒壊被災地



一方、市街地では、瓦が飛んだり屋根がめくれたり、暴風による家屋被害が多
数発生しており、各地でブルーシートによる補修が行われていました。
視察に訪れた館山市や南房総市、鋸南町などでは、屋根の一部損壊にとどまら
ず、屋根がそもそもなくなっていたり、2階の部屋もろとも吹き飛んでいるよう
な甚大な被害も見受けられました。

なお、建設業協会の支部の皆さんが活発にボランティア活動をされており、
チームを組んで屋根の補修を行っている現場にも伺いましたが、被災した家屋
の奥様が「どうしていいのかわからなかったけど、皆さんに直してもらってほ
んとに嬉しい。」と涙を流して喜んでおられるところに遭遇し、私も嬉しくな
りました。

-千葉県- 2019/9/26
８

一般家屋 被災状況



また、南房総市のガラスのハウスの被災箇所にも伺いましたが、ドラゴンフ
ルーツやカーネーションを育てているハウスのガラスがほとんど割れて散乱し
ており、被害の深刻さに驚きました。
ハウスの所有者の方のお話も伺いましたが、ハウスの経営を諦めた方もおられ
るそうで、再生に向けて先行きが心配とのことでした。

-千葉県- 2019/9/26９

ガラスハウス 被災状況



台風19号 神奈川県・東京都 自民党非常対策本部 視察

2019/10/18

10月18日(金)、自民党非常災害対策本部の幹部の岸田文雄政調会長、根本匠前厚
生労働大臣、松山政司参議院政審会長、今村雅弘自民党非常災害対策本部事務
局長らとともに、川崎市高津区、東京都世田谷区など台風19号による多摩川沿
川地域の被災地を視察しました。

これによって、浸水被害で苦しんでいる町工場や民間車検場、二子玉川の無堤
地区などの実情を把握することができました。

なお、岸田会長はぶら下がり取材に応じ、年内早期に補正予算案を編成すべき
との考えを示すとともに、規模的には平成29年度の約1兆2千億円が目安になる
と話されました。実現に向けて私もしっかり頑張りたいと思います。

-神奈川県・東京都- 2019/10/18１０



-神奈川県・東京都- 2019/10/18１１



台風19号 群馬県 八ッ場ダム 台風19号直後の貯水状況視察

2019/10/23

10月17日(木)、群馬県の八ッ場ダムに伺いました。国土交通省の朝田所長にご案
内をいただきました。

八ッ場ダムは今回の台風19号の出水に当たり、維持流量以外すべて貯水池に貯
め込み、約7,500万立方メートルを貯留するという大きな効果を発揮しました。
これによって下流の利根川の越水・氾濫を防ぐことができたと確信しています。

今回の巨大台風に間に合うようにダム建設を進めてきていただいた関係の皆さ
んに心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。

-群馬県- 2019/10/23
１２



台風19号 長野市穂保 千曲川破堤現場視察

2019/10/24

10月24日(木)、長野市穂保の千曲川の破堤現場を長野県建設業協会の大月前常務
理事にご案内いただき、視察をさせていただきました。

現地では、ご地元の北條組が破堤箇所を土砂で盛り土して応急復旧をしている
状況を、北條組社長のご案内で見させていただきました。また、本格復旧に向
けて、堤防の川側で大成建設や鹿島建設が大規模な二重矢板締め切り工を施工
していました。
なお、決壊箇所の周辺は氾濫流により全壊や半壊など壊滅的な被害を受けた建
物がたくさん見られ、改めて氾濫流の巨大なエネルギーの恐ろしさを痛感しま
した。

また、農地のみならずリンゴなどの果樹園、キノコの生産工場など、地域に
とって大切な基幹産業が浸水により深刻な被害を受けている状況も見させてい
ただき、早期復旧・復興への思いを強くしました。さらに水没した北陸新幹線
の車両基地も見させていただき、浸水域にこうした施設を立地させないように
することが大事だと強く感じました。

-長野県- 2019/10/24１３



-長野県- 2019/10/24１４



台風19号 長野県東御市 海野宿橋の落橋箇所現場視察

2019/10/24

続いて、長野県東御市の海野宿橋の落橋箇所に伺い、市道橋の復旧工事を担当
している東部開発の柳沢社長にお話しを伺いながら現地を視察させていただき
ました。千曲川の水当たり部が洗掘され被災したもので、そのエネルギーの凄
まじさに驚きました。

-長野県- 2019/10/24１５



台風19号 福島県 被災現場視察

2019/10/28

10月28日(月)、福島県の被災地を視察しました。福島県建設業協会事業部の齋藤部
長にご案内いただきました。

まず、浸水被害にあった郡山市水門町の中央工業団地を視察しました。防水ゲート
を入り口に設置していた企業もありましたが、被災していました。水害の常襲地帯
のようでした。

続いて阿武隈川支川の藤田川の破堤地点を視察しました。ここは近接して2カ所破堤
しており、権限代行で東北整備局が復旧工事を迅速に完了していました。なお、現
地は協会の佐藤副会長にご案内いただきました。

その後、本宮市に移動し、阿武隈川支川の安達太良川の破堤地点を視察しました。
JR東北本線の直上流部が破堤しており、こちらも権限代行で東北整備局が大型土嚢
で仮復旧を完了していました。周辺は阿武隈川本川からの越流で2階近くまで浸水し
ており、犠牲になられた方もおられるとのことでした。なお、浸水した谷病院の横
を通って阿武隈川本川にも足を運びましたが、直轄で管理している堤防はパラペッ
ト構造の特殊堤で、まさに堤防かさ上げのための工事の真っ最中でした。こちらは
二本松支部の石橋支部長、石橋建設工業の安倍常務、須賀川支部の横山支部長、県
北支部の多田副支部長等にご案内いただきました。ありがとうございました。

-福島県- 2019/10/28
１６

安達太良川

藤田川

阿武隈川本川



台風19号 宮城県 被災現場視察

2019/10/28

同じく10月28日(月)、宮城県に移動し被災地を視察しました。宮城県建設業協会の西村
専務にご案内いただきました。

まず、丸森町の耕野地区に伺いました。阿武隈川の県境付近の渓谷部で、電柱の上とい
う信じられない高さまで洪水の痕跡がありました。

ようやく啓開を終えたばかりの川沿いの道路を下り、浸水で孤立した丸森町役場に伺い
ました。すでに浸水は解消していました。横を流れる支川の内川、新川の決壊現場を見
ると、全部で18ヶ所も破堤しており大変驚きました。現地は直轄代行で応急復旧が進
められていました。
さらにその奥の五福谷川に伺いましたが、上流部では河岸の浸食が激しく、下流部では
土砂が大量に流入・堆積しており、昨年広島で発生した土砂洪水氾濫と同様の現象が起
こったように感じました。現地は、宮城県建設業協会仙南支部の廣谷支部長、本田副支
部長にご案内いただきました。

続いて、大郷市の鳴瀬川支川吉田川の直轄区間の破堤現場を訪れました。川が湾曲して
いる区間のパラペット構造の特殊堤が破堤していましたが、すでに仮復旧と矢板締め切
りが完了していました。現場の調査に来ていた北上川下流河川事務所の佐藤所長からも
お話を伺うことができました。ありがとうございました。なお、現地は応急復旧も担当
した協会の武山専務にご案内いただきました。

-宮城県- 2019/10/28１７

耕野地区

内川、新川現場

丸森町役場



-宮城県- 2019/10/28１８

五福谷川

鳴瀬川支川 吉田川



台風19号 神奈川県 自民党非常対策本部 箱根町被災現場視察

2019/11/2

11月2日(土)、神奈川県箱根町に自民党の岸田文雄政調会長、今村雅弘非常災害
対策本部事務局長、木原誠二政調副会長とともに伺いました。現地では、ご地
元の牧島かれん衆議院議員が合流されました。
まず、箱根町役場で山口箱根町長や被災した箱根登山鉄道の府川社長、地元経
済界の皆さんと意見交換を行ったのち、土砂崩れで被災した箱根登山鉄道の蛇
骨橋、国道138号碓井洞門付近の通行止め現場などを視察しました。
総雨量が1000mmを超えたことにより、開通後100年が経過した登山鉄道が深刻
な被害を受けており、地球温暖化による気候の変化を実感させられました。

-神奈川県- 2019/11/2１９



台風19号 茨城県 自民党非常対策本部 被災現場視察

2019/11/11

11月11日(月)、岸田文雄政調会長、今村雅弘非常災害対策本部事務局長、金子恭
之政調会長代理とともに茨城県の被災地に伺いました。現地では、参議院から
岡田広議員、衆議院から田所嘉徳議員、神田裕議員、国光あやの議員が合流さ
れました。

まず、被災者の避難場所にもなっている水戸市少年自然の家で、大井川茨城県
知事、高橋水戸市長、地元県議の皆さんから、被災状況や被災者の避難状況に
ついてご説明をいただき、意見交換を行いました。
その後、水戸市内の旧国田小学校跡地の廃棄物仮置き場を視察し、大量の廃棄
物を分別して集積している状況を見させていただきました。

続いて、常陸太田市の大久保市長、国土交通省常陸河川国道事務所の原田所長、
本省海岸室から茨城県にリエゾン(災害対策現地情報連絡員)で派遣されている小
川純子専門官、茨城県建設業協会太田支部の瀬谷支部長等にご案内いただき、
久慈川の支川浅川の破堤現場に伺いました。
久慈川からの氾濫流によって堤内地側、すなわち堤防の背後から越水して破堤
するという、私もこれまで見たことがないような被災形態で、このような現象
が起こるなら堤防整備の考え方を変えなければならないと強く感じました。
なお、浅川は県管理の河川ではありましたが、すでに国土交通省が権限代行で
仮復旧していました。

-茨城県- 2019/11/11２０



-茨城県- 2019/11/11２１



台風19号 埼玉県 自民党非常対策本部 被災現場視察

2019/11/12

11月12日(火)、岸田文雄政調会長、柴山昌彦政調会長代理とともに埼玉県の被災
地に伺いました。なお、熊谷ではご地元の野中厚衆議院議員が合流されました。
まず、荒川支川入間川のさらに支川の都幾川の破堤箇所に伺いました。直轄管
理区間であり、現地では関東地方整備局の高畑河川調査官からご説明をいただ
きました。

現地は、応急の締め切り工事、さらには矢板による二重締め切り工事が迅速に
完了していました。現地を施工した伊田テクノスから関東地方整備局OBの佐藤
郁太郎さんに立ち会っていただきました。
破堤箇所の周辺部の堤防は天端までおびただしい流出物で覆われており、浸水
深の深さに驚きました。

続いて熊谷市のJAに伺い、農業被害の状況について、埼玉県中央会の若林会長、
JAくまがやの吉田組合長からお話を伺いました。ネギや大根、カブ、ブロッコ
リーなど地域の名産の被害が深刻でした。

-埼玉県- 2019/11/12２２



台風19号 長野県佐久市千曲川沿川 破堤現場視察

2019/11/25

11月25日(月)、参議院国土交通委員会の自民党筆頭理事の酒井庸行参議院議員と
ともに、台風19号により被災した長野県の千曲川沿川を訪れました。ご案内は
長野県建設業協会の大月特任理事、北陸地方整備局の長谷川広域水管理官にお
願いしました。

まず最初に佐久市に伺い、千曲川の河岸が侵食され、ニュースでも報道されま
したが家屋が1棟流された原地区に伺いました。直轄の権限代行で北陸地方整備
局が復旧工事を急ピッチで進めていました。

続いて、千曲川支川の滑津川の破堤現場を視察しました。県管理区間ですが、
大量の土砂が農地に流入して大きな被害を生じており、さらには流下した氾濫
流が下流の堤防を堤内地側から乗り越えて決壊させてもいました。茨城県の久
慈川支川浅川や宮城県丸森町の内川・新川と同様の現象で、今回の水害の大き
な特徴だと思います。
現場は、地元の長野県建設業協会の依田副会長、長野県佐久建設事務所の大瀬
木整備課長にご案内をいただきました。

-長野県- 2019/11/25２３



-長野県- 2019/11/25２４



台風19号 長野県 上田市千曲川橋梁落橋現場視察

2019/11/25

続いて、上田市に移動して上田電鉄別所線の千曲川橋梁の一部が落橋している
現場に伺いました。
千曲川の左岸の堤防が大きく侵食され、延長200mの千曲川橋梁の一番西寄りの
スパンが落橋しており、上田市の土屋市長や小林市議会議長、上田電鉄の山本
社長から、早期復旧に向けた支援要請がありました。
現場の堤防の応急復旧を担当した宮下組の石塚社長にもご説明をいただきまし
た。

-長野県- 2019/11/25２５



-長野県- 2019/11/25

台風19号 長野市 穂保地区千曲川破堤現場視察

2019/11/25

引き続き、長野市に移動して穂保地区の千曲川の破堤現場に伺いました。
破堤箇所はすでに緊急的な締め切り工事を終え、堤防の本格復旧に向け鹿島建
設と大成建設という大手ゼネコンが施工した矢板締め切り工事も完了していま
した。
しかし、破堤地点で被災した家屋はまだまだ復旧の途上でした。

また、北陸新幹線の車両基地にも伺いましたが、ようやく水没した車両の撤去
工事が始まっていました。

２６



-長野県- 2019/11/27

台風19号 長野市 北陸新幹線車両基地 被災状況視察

2019/11/27

11月27日(水)、参議院災害対策特別委員会の委員派遣で、杉久武委員長や自民党
の長峯誠筆頭理事など10名の先生方とともに、台風19号による長野市穂保地区
の千曲川の破堤現場を視察しました。現地では国土交通省千曲川河川事務所の
木村所長から破堤の状況やその後の復旧工事について説明を受けました。

続いて、北陸新幹線の車両基地に伺い、場内の被災状況や解体工事の始まった
新幹線車両を見せていただきました。

その後、長野県庁に伺い、阿部知事、加藤長野市長と意見交換を行いました。
私からは、10年ほど前に信濃川水系の河川整備基本方針を策定した際の本省の
担当課長であり、千曲川本川が破堤するとは全く考えていなかったこと、今回
の破堤については忸怩たる想いがあり、また申し訳ない想いもある旨お話しし
ました。

２７



-栃木県- 2019/12/20

台風19号 栃木市永野川 破堤現場視察

2019/12/20

12月20日(金)、台風19号により被災した栃木県内を視察しました。ご案内は、栃
木県県土整備部の田城次長、河川課の小野班長、栃木県建設業協会の小野崎常
務理事にお願いしました。

まず、栃木市の永野川の破堤現場を訪れました。JR両毛線の橋梁の直上流右岸
で越水破堤をしており、広い範囲で浸水被害が発生していました。なお、JR両
毛線の橋梁下流部では堤内地からの戻り水で堤防が欠損していました。
災害査定が終わったばかりとのことでしたが、被災箇所の仮復旧は完了してい
ました。
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-栃木県- 2019/12/20

台風19号 佐野市秋山川 破堤現場視察

2019/12/20

続いて、佐野市秋山川の破堤現場を訪れました。TVのニュースでも紹介された
現場で、海陸橋上流の右岸側が越水破堤しており、大規模な浸水被害を生じて
いました。なお、破堤箇所周辺では至る所で越水しているような痕跡が見られ、
どこで破堤してもおかしくないような状況だったと思います。こちらも仮復旧
が終わっていました。
なお、現場では栃木県建設業協会安蘇支部の木村支部長、応急復旧を担当した
朝日建設の蓼沼社長、関東建設の清水社長、落合土木の落合専務にご案内とご
説明をいただきました。ありがとうございました。

２９



-栃木県- 2019/12/20

台風19号 宇都宮市田川 越水氾濫箇所視察

2019/12/20

続いて、宇都宮市内の田川の越水氾濫箇所を視察しました。宇都宮駅前の市街
地が広範囲に浸水被害に見舞われていました。このような大都市の市街地が大
規模に浸水被害にあっているのには驚きました。また、大量の土砂が流出して
きており、その処理にも苦労されておられるようでした。
なお、市街地ですので河川の拡幅には限界があり、改良復旧には工夫が必要と
考えられます。

今回、栃木県内の被災地を3カ所視察させていただきましたが、いずれも広範囲
で浸水被害が発生していました。応急復旧は、地域の建設業の皆さんが頑張っ
て対応しておられました。
今後は改良復旧を基本として県で対応されるとのことですが、地域の建設業の
皆さんの引き続いてのご活躍に期待をしたいと思います。
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-栃木県- 2019/12/20
３１



-宮城県- 2019/12/25

台風19号 宮城県丸森町耕野地区 国道349号の水没箇所視察

2019/12/25

12月25日(水)、参議院国土交通委員会の自民党筆頭理事である酒井庸行参議院議
員から台風19号により激甚な土砂災害を受けた地域をぜひ視察したいとのご要
望を受けて、宮城県の丸森町にご一緒に伺いました。
ご案内は宮城県建設業協会の千葉会長、武山専務、西村専務、地元の廣谷副会
長、東北建設業協会連合会の大槻専務、東北地方整備局の加邉河川部長、酒井
道路部長等にお願いしました。

まず、丸森町耕野地区の国道349号の水没箇所に伺いました。10月28日に訪れた
際には道路啓開が終わったばかりの状況でしたが現在は一般車両も通行してい
ました。
この沿川は、河川事業の水防災事業で宅地嵩上げを行ってきた地域ではありま
すが、阿武隈川本川の増水により、流れて来た草が道路の上の電線に引っか
かっている状況には驚きました。
国道については国による権限代行でバイパスを整備する構想があるとのことで
したが、ぜひとも東北地方整備局の力で何とか実現して 欲しいと思いました。

続いて、現在も不通が続いている阿武隈急行のあぶくま駅に伺いました。
激しい土砂流出で被災した箇所の復旧が精力的に進められていました。

３２



-宮城県- 2019/12/25

台風19号 宮城県丸森町子安地区 大規模土砂災害現場視察

2019/12/25

さらに、丸森町子安地区の大規模な土砂災害の現場を訪れました。猛烈な土砂
崩れで巨大な岩石が落下してきて3名が犠牲になられた被災地区であり、10月に
伺った際には入れなかった厳しい現場であります。昨年の西日本豪雨の際の広
島の土砂災害の現場と極似しているように見えました。台風19号の被災地では
一番激烈な印象を受けた現場でした。

３３



-宮城県- 2019/12/25

台風19号 丸森町役場付近 内川、新川、五福谷川など破堤地区視察

2019/12/25

引き続き、丸森町の役場付近の内川、新川、五福谷川など18箇所で破堤した地
区を訪れました。
こちらは直轄の権限代行で堤防の復旧が進んでいましたが、西日本豪雨でも発
生した土砂洪水氾濫により堤内地や河道内に流入した大量の土砂により、家屋
や農地が大きな被害を受けており、現在も土砂の除去作業が進められていまし
た。なお、今後はこうした土砂の処分が大きな課題になると考えられました。

今後とも地域の大きな期待を受けて、国の支援で何とか早期の復旧・復興が進
むよう期待したいと思います。

３４



-宮城県- 2019/12/25
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